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研究成果の概要（和文）：本研究は治療的会話としてのナラティヴアプローチの特徴を、セラピ

ーに固有の関係性の質という観点から明確にし、臨床的適用の可能性を探ることが目的である。

そのために関係性および時間要因、そして社会文化的文脈の要因に注目し、臨床のフィールド

に生じる治療的会話のミクロな分析と、関係場の特徴を把握する。そしてクライエントの談話

におけるライフヒストリーの変化との関連をとらえる。これによって治療的会話に生じる新し

い意味生成が、自己の再構成をうながし、自己物語（パーソナルナラティヴ）の再編へとつな

がる過程を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to make the concept of narrative based 
approach clear from the viewpoint of the quality of the psychotherapeutic relationship 
and to research the clinical potentiality of this concept. For the sake of this aim the 
research group takes focus on three fields, interpersonal relationship, temporal and 
social-cultural context. One part of the study group takes up the micro-genetic analysis 
on the therapeutic conversation generated in the clinical situation. Another part 
describes the informants’ life histories. The research group tries to connect these micro 
and macro personal narratives. In this research the group makes clear the process of 
therapeutic meaning genesis and the re-authoring the personal narratives. This process 
facilitates the reconstruction of self.  
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１．研究開始当初の背景 
ナラティヴアプローチは、人は生きている
現実を積極的に構成し意味を作り出す存在

であるという人間観が背景にある。生きてい
る現実から素材を選択し、その場の文脈に応
じてつなぎ、まとまった言葉にしていく行為
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がナラティヴである。ナラティヴアプローチ
は個人の具体的現実に接近し、個人を生きて
いることの連関においてとらえようとする。
ナラティヴには評価、意味づけ、解釈がつね
に含まれる。そのような意味づけは、聞き手
とのあいだで成り立つ関係性と、社会文化的
文脈によって積極的に構成されていく。 
ナラティヴ（物語・語り）という言葉は、
心理療法の実践及び研究場面に限定したと
しても実にさまざまな用い方がなされてい
る。ナラティヴの視点は、一般的言明ではな
く、当事者が自分の言葉で語ることから出発
する。意味の生まれる現場性と、人の具体的
な発話を大切にするという点で共通してい
る。 
臨床的聴取による積極的な意味構成と自

己を作り替えていく力を協働的に生むこと
こそが、ナラティヴアプローチに共通の基盤
であるし、また研究上の注目点となる。ここ
で意味や自己の構成、再構成といった言葉が
よく使われるが、それはどういう事態を指す
のであろうか。そもそも物語が自己や意味を
構成するとはどういうことか。この問題はナ
ラティヴアプローチの根底に関わる問題で
ありながら、まだ十分に解明されているとは
いいがたい。しかし、対話的関係場において
生じる変化を的確にアセスメントしていく
ことは、心理療法の学派の違いを超えて取り
組むべき課題である。 
 研究グループはすでにナラティヴの心理
療法への基礎づけをおこなうために、生活場
面および臨床場面での会話を微視的に分析
し、治療的会話を通じて意味の生成や自他に
対する評価の変化のプロセスを検討し報告
を行ってきた。セラピーに関わって、以下の
点がこれまでに明らかになった。 
(1)保健医療看護領域も含む臨床実践研究に
おいて、ナラティヴという概念がどのように
用いられているかを整理検討し、共通要因を
抽出した。ナラティヴのどの側面に重きを置
くかは論者によって違うし、また臨床場面で
の対象のちがいによって、ナラティヴという
概念自体も変化しうることを解明した（森岡
2007；吉村・紙野・森岡 2006）。 
(2)小さなプロット（little plot）のはたらき
に注目し、カウンセリング対話を分析した
（森岡 2005）。会話において新しい産物（new 
outcome）が生じる契機となるのは、対話関
係のなかで他者の視点をくぐり、自己の発話
の意味をとらえ直すことである。語り手が自
分の言葉を「内的に説得力のある言葉」
（Bakhtin1996）として、受け取ることに治
療的な意味がある。 
(3) 行為としてのナラティヴによって、語り
手の主体感覚を支えることができる。対話者
双方に観察主体を育て、自己内対話を生む。
そこで問題を外在化する視点を得る。 

(4)ナラティヴにおける聞き手の積極的なは
たらきをとらえた。聞き手が積極的な会話を
維持し、語り手と聞き手が協働的に現実を構
成する。聞き手がとらえたものを含めてのナ
ラティヴ記述に意味がある（吉村・紙野・森
岡 2007；森岡 2006）。 
今後の研究として、より大きな枠組みの中
で、ナラティヴ視点の臨床実践可能性を探る
必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は治療的会話としてのナラティヴア
プローチの特徴を、セラピーに固有の関係性
の質という観点から明確にし、心理療法おけ
る治療的意味生成のプロセスを明らかにす
ることが目的である。 
 
３．研究の方法 
ナラティヴが新しい意味を生み、自己の再構
成へとつながるはたらきをとらえるにあた
って、会話の担い手たちの関係性および時間
要因、そして社会文化的文脈の要因をとらえ
分析した。 
 
(1)ナラティヴが新しい現実を生むときの対
話的関係場の特徴を明らかにする。 
ナラティヴアプローチは意味づけ、解釈優
位で物語を紡ぎ出すことが目標のように誤
解されるが、セラピーでは、むしろ意味づけ
や解釈を急がず、その場で生じてくる変化、
体験、現実を見つめ、共体験することに力点
が置かれる。心理療法のいくつかの効果研究
によって、各セラピーの技法による差よりも、
情緒的な交流を含む安心感のある関係こそ
セラピーの効果に大きく関わり、それがセラ
ピーの共通要因となることがわかってきた
(Lambert2000,Wampold2001) 。 
この研究では関係の言語としてのナラティ
ヴの特徴に注目し、コミュニケーション論的
視点を導入した。多様な臨床場面において、
援助的―治療的関係が生まれるとき、援助者、
セラピストは関係場に生じるパラメッセー
ジ(para-message)のどの部分からナラティ
ヴを読み取り、関係の維持につないでいくか
をとらえた。 
 
(2)ナラティヴにおける時間構成のはたらき
を明らかにする。 
ナラティヴは時間的継起、プロセスを描く

のに有効な形式である（土居1977）。語りの
形式は出来事と出来事をつなぎそこに継起
的関係をつくる。関係の言語としてのナラテ
ィヴは時間軸上では対話的自己の運動にお
いてとらえうる（Hermans1992）。過去の自己
と現在の自己がセラピーの関係場の中で対
話を生む。ハーマンスの自己直面法
(confrontation method)を用いて、対話的自



己の生成過程について厚い記述を行った。こ
れによってクライエントが対話を通じて自
己内関係を育み、観察主体を生み出すプロセ
スがとらえられた。 
 
(3)ナラティヴによる意味生成プロセスを社
会文化的文脈のなかで精密にとらえる。 
ナラティヴは空間を確定し、その中に時間

的継起を生む。空間と空間をつなぐものとし
てナラティヴが生まれ、よりマクロなクロノ
トポス（時空間）が形成される。クロノトポ
スは異なった意味領域が混交し合う場でも
あり、意味生成と可能性の場となる。複線径
路・等至性モデル（サトウ＆Valsiner2006)
により、生活の場での社会文化的文脈に即し
て、ナラティヴの再編へといたる複数の筋道
を追跡し、ナラティヴアプローチのセラピー
としての特徴がとらえられた。 
 

４．研究成果 
(1)３つの研究グループに分かれ、それぞれに
おいて、ナラティヴアプローチに関わる内外
の文献を収集し、内外の実践研者との情報交
換を行い、ナラティヴアプローチの臨床実践
領域における理論を整理した。 
研究グループ１は医療人類学と文化心理

学における社会的構成主義の立場でのナラ
ティヴ概念について、研究グループ２は
NBM(Narrative Based Medicine)におけるナラ
ティヴ概念の理論的基礎づけを行った。研究
グループ３は、ライフストーリー研究法や質
的研究の分野でのナラティヴ概念について
理論的な基礎づけを行った。 
その結果、ナラティヴ概念について、 

①個人の生の文脈や世界観のなかで出来事
が意味づけられ物語性が構築されるという
意味でのナラティヴ。 
②治療的会話の微細部分に、発話主体の意味
行為の働きをとらえ、事実内容を語りなおし
ていく行為の遂行に関わるナラティヴ。 
以上の二つの群に分類可能であることが

確認された。 
 
(2)３つの研究グループはそれぞれのフィー
ルドにおいて、ナラティヴのミクロ分析のた
めの資料収集を行った。各フィールドで収集
された会話資料をもとに、ベイトソンのコミ
ュニケーション論の観点から、関係レベルの
メッセージをまず詳細にとらえ、内容レベル
でのメッセージとの照合を行った。 
以上を通じて、ナラティヴにおける素材

（対話におけるテーマ）とナラティヴの行為
との間に生じる差異に着目し、語り手（クラ
イエント）が自己を再構成する契機をとらえ
ることを試みた。とくに、過去の自己と現在
の自己がセラピーの関係場の中で対話を生
むという治療的契機について、対話的自己論

による分析を行った。 
  
(3)人生の長いスパンを含むパーソナルナラ
ティヴが、社会文化的文脈のなかでどのよう
に、形成されるかについて取り組んだ。すで
に研究グループの各フィールドにおいて当
事者たちのパーソナルナラティヴを聴取し、
分析を行った。生活場面において生じる治療
的会話がパーソナルナラティヴを動かし、ナ
ラティヴの再編へとつながるはたらきに焦
点をあてた。障害者とその家族、不登校体験
者とその家族など当事者たちのライフスト
ーリーを聴取し、資料を蓄積した。資料を断
片化せず、個人の体験の現実に沿ってエピソ
ードを描くことに留意した。 
以上の成果については国際学会を含む 5つ

の学会で発表を行った。 
 

(4)以上の各研究から総括すると、 
①パーソナルナラティヴは、体験の現実理
解に資する物語的な因果関係の構造を基本
的にもつが一方で、直線的因果関係ではと
らえられない個人の行為を生み出すメタ的
なはたらきがある。この結果はベイトソン
の「関係の言語」としてのストーリーとい
う着想を裏付けるものである。 
②ナラティヴは空間を確定し、その中に時
間的継起を生む。さらに空間と空間をつな
ぐものとしてナラティヴが生まれ、よりマ
クロなクロノトポス（時空間）が形成され
る。クロノトポスは異なった意味領域が混
交し合う場でもあり、意味生成と可能性の
場となる。クロノトポスは動的な時空間で
ある。ナラティヴがたえず再構成される場
である。以上の成果について、意味生成の
場を「間」という概念でとらえなおし、第
6 回対話的自己論国際会議にて発表を行っ
た（2010年 9月 30日アテネ）。歴史文化
に根ざした知に関わる議論を喚起した。 
③ナラティヴの視点は当事者の現実を描く
ことにおいて優れていることが示された。 
物語から浮かびあがってくる個人の生きて
いることの具体性、真実性、それによる説
得力こそがナラティヴアプローチの存在価
値を示すが、一方でナラティヴの物語性に
しっかり足場を置くことが、臨床実践にお
いて意味を持つ。今後の課題として生活史
の方法を歴史文化に根ざす形で、洗練させ
ていく必要があることがわかった。グリー
ンハルら（2004）のリメンバリングの実践
と重なる課題であり、医療場面で対話と意
味の生成に関わる現代的テーマとつながる
ものである(大月 2011；森岡 2012)。 
また今後の課題として、分析心理学の立場

でのナラティヴ概念とくに、能動的想像法や
夢解釈におけるナラティヴの探求と成果と
照合し、検討することが必要であろう。 
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